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広島県労働組合総連合 

熊さんの時折々 

▲会場に７０名以上が参加し、団結ガンバロー！ 
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広島県労連第３５回定期大会 大会宣言 

いのちが大切にされ、働きがいのある人間らしい生活を 

職場・地域から労働者が声をあげ、平和で公正な社会をつくろう 

 私たちは、第35回定期大会を、引き続くコロナ禍、ウクライナ危機、急激な物価高騰、そして、

「安保三文書」のもとで強引に進められる大軍拡と改憲議論にどのように立ち向かっていくのか、

労働組合の存在意義が問われる情勢のもとで迎えました。そして、この１年、労働者の諸要求実

現と憲法が生かされる政治と社会の実現のために県労連運動の前進と組織拡大強化をめざして、

取り組みを継続してきたことを確認しました。 

 討論では、たたかう労働組合への「バージョンアップ」と要求を実現させるための組織強化・

拡大、人間らしく働くための長時間労働の是正、最低賃金のとりくみの他、ジェンダー平等の推

進、ケア労働者や女性・非正規労働者の処遇改善、「公共」を取り戻す地域運動の推進とともに、

憲法を守り戦争をさせないためのたたかいに向けて、運動方針案を補強し実践する発言が相次ぎ

ました。 

 ロシアのウクライナ侵攻は１年６ヶ月を超えました。国連総会決議が求める即時、完全、無条

件撤退を求めるものです。６月21日に閉会した通常国会で、岸田政権は、５年間で43兆円の大軍

拡の財源を捻出する「軍拡財源特措法」、国民の血税で軍事大企業を育成する「軍需産業支援法」、

健康保険証の廃止・マイナンバーカードを強要する「マイナンバー法改悪」、難民・移民の命を危

険にさらす「入管法改悪」、脱炭素などを口実に原発回帰に大転換する「原発推進法」、差別を助

長する恐れのある規定が設けられたＬＧＢＴ「理解増進法」など、国民のいのち・人権とくらし

をないがしろにする悪法を次々に強行成立させました。そればかりか、インボイス制度導入の中

止・撤回や選択的夫婦別姓の制度化を求める声には背を向け、原発再稼働、福島第一原発からの

ＡＬＰＳ処理水の海洋放出の強行、敵基地攻撃能力の保有の名のもと、沖縄、南西諸島に長射程

ミサイルの配備を進め、辺野古新基地建設を強行しています。 

 最低賃金をめぐっては、全国加重平均1004円、広島県では40円引き上げの970円となりました。

急激な物価高で、とりわけ低所得と言われる非正規労働者や女性労働者は困難な状況に追いやれ

てきました。この引き上げ水準では深刻な物価上昇にとても追いつきません。私たちの求める最

賃1500円と全国一律最賃制の導入を急ぎ、異常な物価高に負けず、人間らしい生活を実現する最

低賃金の実現をめざしましょう。 

 国民生活を顧みない大軍拡と、戦争する国づくりを許さない国民的なたたかいに全力をあげる

とともに、改憲を許さず、「平和憲法を生かす政治への転換をはかる」たたかいを展開しましょう。 

 被爆地ヒロシマの労働組合として、「核抑止ではなく核廃絶を」「日本政府は禁止条約に参加せ

よ」「ロシアは侵略止め、今すぐ撤退を」の声をあげ続けましょう。 

 県労連は、一人ひとりの組合員が知恵と力を出し合い、新たな仲間を迎え入れ、県労連に結集

するすべてのたたかう労働組合と共同し、働く者の人間らしい労働と生活を実現させるために全

力をあげて奮闘するものです。 

 人間の尊厳を守り、ジェンダー平等、いのちと環境、雇用と生活守る政治を！ 

 あらゆる労働者・仲間と語り合い、手をつなぎ、憲法を守りいかす運動の柱を担うために、県

労連の組織と運動を、さらに大きく、強くしましょう。 

 以上、決議する 

 2023年９月16日 広島県労働組合総連合 第35回定期大会 

＝第３５回広島県労連定期大会＝ 

たたかう労働組合の 
バージョンアップを!! 

神部泰県労連議長 

▲議案提案をする門田事務局長 (前） 
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広島県労連 (4) 

多くの人が平和を考え、「核廃絶しかない」というお

もいをヒロシマから発信できればと、ピーフォトコ

ンテストを開催しました。応募者は写真を撮りなが

ら、投票者は作品を見ながら、平和を考える時間と

なったのではないでしょうか。大変好評でしたので、

来年も行う予定です。 

№404 

広島県医労連が 

50周年 
 広島県医労連第51回定期大

会は９月17日広島市民病院講

堂で開催され代議員ら60人が

参加。４年ぶりにリアル開催され、討論では、コロナ禍

のもとで問われた地域医療や社会保障充実の取り組み、

仲間と職場を守るたたかい、夜勤制限や産別最賃などの

社会的賃金闘争や組織拡大の経験が語られ、互いに団

結を深めることができました。煙﨑久美子さんが新書記

長 に 選 出

され、大会

後 に は 5 0

周 年 記 念

レセプショ

ンが行われ

ました。 

●新しく選出された役員 

役職名 氏名 推薦労働組合 新･再 

議 長 神部 泰  全教広島 再 

副 議 長  

猪田 洋 広島県医労連 再 

木下 克己 広島自治労連 再 

三宅 敏明 ヒロシマ労連 再 

事 務 局 長 植永 光則 広島合同労組 新 

事務局次長  
石川 昇 広島県医労連 新 

浜崎 理恵 広島自治労連 再 

幹 事  

小田 幸枝 福祉保育労広島支部 新 

越智 秀二 広私教 再 

笠原 洋美 福山医療生協職員労組 新 

岸   泰弘 広島県北地域労連 再 

小林 克己 福山地区労会議 再 

佐々木 隆一 国労広島地方本部 再 

清水 康幸 尾三地域労連 再 

武田 喜成 建交労広島県本部 再 

坪内 哲 広島県医労連 再 

橋本 敏子 広島自治労連 再 

服部 尚志 郵政ユニオン広島中央支部 新 

本田 竹邦 年金者組合広島県本部 再 

森   芳郎 呉地区労連 再 

保田 真治 広島県国公 新 

加藤 陽穂 全教広島 再 

西野 慶兼 広島合同労組 再 
会 計 監 査  

 今年は27人から38作品の応募があり、日常の風景から平和活動の写真まで、多彩な作品が集まりました。投票には147人の方が参加。「いろんな意味で平和を

感じられるものばかりでした」「言葉にはなかなかできない『瞬間』に平和を感じた」などの感想が寄せられています。 
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広島自治労連 

塩見信彦 

 創業者社長（現：会長）

のもと、「就業規則」すら理

解していない経営陣のもと

での就労は、トラブルが多

く退職者が後を絶たなかっ

た「綜合電装」に本年８月

26日、東広島市に於いて労働組合結成大会が実施されました。 

 昨年末のボーナスが何ら報告もなく激減支給されるなど、

職場には不満が蓄積されていました。同時に就業規則に明記

してある「育児休暇制度」を承知しない管理職が「育休」を

欠勤扱いにするなど、トラブルが続出しています。 

 会社に組合結成通知を行い、要求書を提出しました。組合

員を過半数以上で立ち上げることを目標に頑張りました。引

き続き過半数以上獲得に向けて奮闘することを申し合わせま

した。 

綜合電装労働組合（地域労組ひろしま） 

新たな旗を掲げ 

2023 

１位 2 位 3 位 4 位 

県労連議長賞 

５位 

青年部賞 

退
任
挨
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役職名 氏名 出身労組 

事 務 局 長 門田 勇人 広島合同労組 

事務局次長 藤本 健 広島県医労連 

幹 事  

鵜川 雅人 福祉保育労広島支部 

小柳 忠史 広島県国公 

横呂 明正 郵政ユニオン広島中央支部 

依田 智江 広島合同労組 
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